
取扱説明書

安全上のご注意

このたびは「アライグマ一番」をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。
ご使用前に、この取扱説明書の内容をご理解したうえでご使用ください。
お読みになったあとは大切に保管してください。

本製品の設置および使用の前に、必ずこの「安全上のご注意」をよくお読みのうえ、正しくお使いください。
ここに表示されている注意事項は、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害・損害
を未然に防止するためのものです。　いずれも安全に関する重要な内容なので、必ず守ってください。

この表示とともに記載されている事項を無視して、誤った取り扱いをする
と、人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容を示します。
この表示とともに記載されている事項を無視して、誤った取り扱いをする
と、人が傷害を負ったり、物的損害の発生が想定される内容を示します。

警告

注意

「してはいけないこと」を示しています。

「しなければいけないこと」を示しています。

さらに、各項目ごとに「図記号」を使用しています。これらの「図記号」は、
次のような意味を表していますので、意味をよくご理解のうえお読みください。

図記号の説明

A-1

A-2

修理技術者以外、分解・修理しない
異常動作の原因

異常動作の原因

人家の近くや公道の近くで使用しない
人が傷害を負う原因

人が傷害を負う原因

動物に触れる際は、必ずゴーグルや
安全な服装、手袋をつける

警告 注意

弊社純正品以外の使用の禁止
事故や故障の原因

本器設置後は最低 1日 1回の安全点検を行う

部品の破損・故障の可能性があるため
本体に強い衝撃を与えない
事故や怪我の原因

A-3

目次 本器の概要
本器はアライグマ専用前肢保定式わな
です。
本器はアライグマにできるだけ傷を負
わさないように設計されています。

付属品について
本器には以下の付属品が同梱されてい
ます。
●予備トリガー　×１
●（－）ドライバー　×１
●六角レンチ　×１
●結束バンド　×２０
●取扱説明書 ( 本書 )　×１
お買い上げ後、付属品が揃っているこ
とを確認してください。なお、結束バ
ンドのセットはお客様ご自身で行って
ください。

A-4

各部の名称と機能

A-5

A-6

セットのしかた

●カバー

●ワイヤー

●ドラム B

●トリガー

●ストッパー A

●Uシャックル

●六角レンチ　3ｍｍ

●（－）ドライバー

本体

付属品

餌の取付とトラップ作動
の役割をします。

トリガーを動かすための
役割をします。

結束バンドの固定と巻取
りの役割をします。
２周以上は回さないでください。
内部の部品が破損する可能性が
あります。

内部を保護する
役割をします。
掴みやすく、
強固な設計に
なっています。

杭に設置するときに
本体を動物に持って
いかれないようにす
る役割をします。

A-7

A-8

A-9

　本体のネジ２本を付属の（－）ドライバーで取り外します。
　これでカバーから本体を取り外すことが可能になります。

使用後の場合、ネジに砂などが詰まっ
ている場合がございますので、付属の
（－）ドライバーで砂などを除去して
ネジを取り外してください。

ネジ（両側）

カバーから本体を取り外す。

カバー 本体

　トリガーはストッパー Aを矢印の方向へ引いた状態で下図の★部分を
　押し込み上へ引き上げます。

ストッパー Aの動き トリガーの動き

　ドラム Bが初期位置になっていることを確認  
　します。
　初期位置になっていない場合は六角レンチで
　合わせてください。

初期位置

六角レンチを使用するとき、下図の Bを使用する
と早くまわすことが可能ですが、Aを使用すると
きより力が要ります。ドラム Bをまわすとき固く
てまわらない時は Aを使用してください。

A B

※ドラム Bは２周以上巻かないでください。
　内部部品の破損の原因になります。

六角レンチの上手な使い方
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設置後の運用方法・・・・B-9

本体に手を入れない
人が傷害を負う原因

アライグマ専用前肢保定式わな

本器の保管方法
内部に鉄製のバネを使用しています。
保管時は湿気の少ない場所で保管して
ください。

本体 本体

ストッパー A トリガー

　六角レンチでドラム Bを時計まわりに 2周
　巻きます。
2周巻くまでに初期位置から数えて 6回
「カチッ」と音がします。（　　　　　　　　　）

ドラムB

引きながら

トリガーを
上にあげる

③からは、トリガーを作動させないように、ご注意ください。

狩猟免許を取得のうえ使用する

①

②

③

④

（六角レンチ 3mm)

商品コード：0105010000　　　型式：TAI-1

目
印
に
合
わ
せ
る

②からは、セットのしかたの順番を守ってください。

★

(③～④の作業中は、トリガーが作動しやすいので、
  利き手とは逆の親指で★部分を押し込んだまま作業をしてください。)

指

故障・破損した場合は使用しない

捕獲した動物にむやみに近づかない
接触禁止

分解禁止

禁止

禁止

禁止

禁止

禁止



B-1

B-2

B-3

B-4

B-5

B-6

B-7

B-8

B-9

　円で囲んだ部分に結束バンドの頭の部分
　をはめ込みます。
　次に、本体の円に沿って左図の　　のよ
　うに、結束バンドを通していきます。
　※ポイント 1、２を参考にしてください。

下図のように本体側面から見ると結束バ
ンドを通す穴が開いているので、ここに
通します。この時に結束バンドの穴にも
通していきます。

ドラム Bに結束バンドを通す時は、
ドラム上部から強く押し込む形で
セットします。
結束バンドが浅くならないように
底に着くまで押し込んでください。

　結束バンドの余分な部分を切断してください。
　このとき、切断する位置が悪いと正常に動作しない場合があります。

この位置で切断する。
ハサミではなくカッターで切断すると
スムーズに作業が進みます。

ここまでで本体内部のセットは完了です。

餌の取り付け方
　ピーナッツクリームとマシュマロを設置する手順を説明します。
　ここで説明するものは標準的な餌です。アライグマは雑食の為、各地域によっ
　て好む餌の種類が違ってくる可能性もあります。
　設置した餌で捕獲が困難な場合は、甘いにおいがする物や、カラアゲなど餌
　を変えることで捕獲の効果が上がります。

①マシュマロの取り付け方
　トリガーの上にマシュマロを落下しないように固定します。
　下の左図のようにトリガーの突起部分に突き刺すように取り付けてください。

　アライグマの手が奥まで届きやすいようにトリガーの輪の外側寄りに取り付け
　てください。

②ピーナッツクリームの取り付け方
　カバー内部の側面と天面に塗布していきます。

カバー 断面図

下図の　　　　部分に塗布してください。

ここまでで餌の取り付けは完了です。カバーと本体をネジで固定してください。

被害現場への設置
◆設置場所の選び方
アライグマが通過している獣道、巣、被害がでている現場に設置します。
水辺や川沿いは特に多く、新しい足跡を探して設置すると捕獲率が上がります。
※一般の人が通る場所には設置しないでください。
設置には金属製の杭を使用するため、地盤がしっかりとした抜けにくい場所に設
置してください。

◆ご用意していただくもの
　・アライグマ一番（セットと餌の取り付けが完了している物）
　・金属製の杭　（90cm以上）　本器には付属しておりません。別途ご購入ください。
　・支柱　木の枝などでも可
　・ハンマー
　・六角レンチ　（付属のもの）
●金属製の杭（90cm以上）

●支柱

●アライグマ一番

①地盤がしっかりとしている杭が抜けにくい場所に杭をハンマーでしっかり打ち
　込んでください。打ち込む深さは約 50cmが目安です。
　また、この杭から半径 1.5m以内にアライグマが掴まる物がない場所に設置し
　てください。

周囲３メートル以内にアライグマが掴まる物がない場所に設置してください。
本器にかかったアライグマが逃げる原因になります。

50cm以上

1.5m以内に何もない場所

360 度回転できる

地面

アライグマ一番に外部から強い衝撃がかかると、　　
トラップが作動してしまう恐れがあります。
取り扱いの際はご注意ください。

②他の動物がかからないようにするために、アライグマ一番を
　支柱（木の枝など）で地面から 40cm以上上げた位置に設置してください。

約 40cm以上

支柱は深く打ち込まないようにし、
アライグマがかかったときに
支柱が倒れる程度が最適です。

周囲に撒き餌をするのも効果的です。
アライグマ一番本体に誘導するよう
に撒き餌をしてください。

設置後の運用方法
●一日に一度はアライグマが捕獲できているかの確認をしてください。
●餌は定期的に入れ替えてください
●機器のメンテナンスは定期的に行ってください。故障の原因になります。
　水洗いをした場合には、よく乾燥させてからお使いください。

〒565-0822　大阪府吹田市山田市場10番1号

メールアドレス　info@tiger-mfg.co.jp
FAX:06-6875-5677
TEL:06-6878-5421

本　社

●本器の使用は気温が 5～ 45℃の間でご使用してください。

Uシャックル
を、この穴に
は絶対に取り
付けないでく
ださい。

Uシャックルを、付属の六角レンチで
確実に締めてください。

結束バンド

広い面積に塗布することで、アライグマが
何度も手を入れるので捕獲率が上がります。

カバー

矢印の方向 ( 本体Ｃ付近 ) から覗くと結束バンドが見えます。
殺処分した後、ここから結束バンドを切断してください。

⑤

⑥

地面

別紙の写真参照

ポイント１

ポイント 2
本体

＊

餌

トリガー Ｕシャックル

（気温が低いと結束バンドが割れることがあります）

結束バンドの外し方
◆捕獲後、アライグマを運搬する際、アライグマは暗い穴に入る習性があります。
　本器が付いたまま箱に入れ、逃げない状態にしてからＵシャックルを外して移動してください。　
　アライグマを殺処分した後に結束バンドを切ります。（本器は再利用できます。）

　●カバーを付けた状態で、結束バンドを切断する場合

　●カバーを外して、結束バンドを切断する場合

★結束バンドの切断方法は、設置前に事前に確認してください。
　動物がかかっている状態の場合、簡単に切断する事が出来ない
　場合がございます。
　

右図の断面図の様に、角度を付けた状態でカッターを
差し込めば、結束バンドを切断する事ができます。

対象外の動物を捕獲してしまった場合は、動物を傷つけずに、
速やかにトラップを外してください。

●ご使用後は、必ず殺菌性の洗剤で手洗いしてください。

●結束バンドは直接日光に当てたり、高温下での使用は割れやすくなります。
　結束バンドは乾燥や高温・高湿を避け保管してください。

（内部の金属製部品の劣化の原因になります）

(１週間に１回程度が目安です）。

　●生体を本器から外す場合

外す手順は上記の「カバーを付けた状態で、結束バンドを切断する場合」を参考にしてください。
その際、生体がいるため、危険ですので、下図を参考に外してください。
作業前に、1ｍ角ほどの板をご用意ください。

生体

板

本器と生体の間に板を
挟めば、安全に取り外すこ
とが出来ます。

※カバーと本体には向きがあります。カバー側面のスリット面と本体のＣ面を合わせてください。

総合的な鳥獣害対策を通して『収穫支援』を考える
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